
ご署名またはゴム印（社判）を押印ください。 

 

自 己 申 告 書 （事業経営の経験のある方） 
 
 
 
 
                                                          お名前                

 

 

・お手数ですが、可能な範囲でご記入いただき、ご提出ください。 
 

１  経営していた事業内容など 

事業をしていた時期 昭和・平成・令和   年    月 ～ 昭和・平成・令和   年    月 

経営していた事業の
業種  

当時の

役職 

□代表取締役 
□取締役 
□その他〔     〕 

事業をやめた理由

（複数回答可） 

□ 売上不振（赤字累積） 

□ 取引先の倒産 

（売掛金等のこげつき） 

□ 過剰な設備投資 

□ 経営ノウハウの不足 

□ 資金調達が困難 

□ 地主等からの立ち退き要求 

□ 経営者の健康問題 

□ その他（無許可営業の摘発等） 

 

事業をやめたときの

精算方法 

□ 任意整理 

□ 法的整理 

    ※事業を経営していたことが分かる資料（廃業届、解散登記・清算結了登記、閉鎖謄本、前事業

にかかる確定申告書等）を提出していただきます。 

 

２  前事業に関する借入金等 

以前経営していた事業に関する借入金等（保証債務

を含む。）は残っていますか。 
有   ・   無 

（借入金等がある場合）借入先名（金融機関など）・残高・毎月の返済金額を記入してください。 

借 入 先 名 

（金融機関など） 
借入金残高（万円） 毎月の返済金額（万円） 

  

 

 

 

 

 

 
 ※前事業に関する借入金等がある場合、借入金残高の分かる資料（支払明細書、残高証明書等）

を提出していただきます。 

〔令和      年      月      日作成〕 

（日本政策金融公庫 国民生活事業） 


